
令和５年７月15日

改
善
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
熟
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
ラ

ウ
ン
ド
で
は
「
山
口
中
央
高
校
の
課
題
」
に

つ
い
て
出
し
合
っ
て
話
し
合
い
、
そ
の
内
容

を
も
と
に
、
第
２
ラ
ウ
ン
ド
で
「
課
題
解
決

へ
の
企
画
案
作
成
」
に
向
け
て
熟
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

７
名
か
ら
な
る
７
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ

構
成
例
：
１
・
２
年
の
生
徒
４
名
、
３
年
生

（
卒
業
生
）
１
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
１
名
、
教

員
１
名
）
に
分
か
れ
、
総
合
司
会
者
（
代
表

生
徒
）
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
生
徒
会
役

員
）
の
進
行
に
よ
り
、
取
組
の
「
企
画
案
」

を
立
案
し
ま
し
た
。
そ
し
て
各
グ
ル
ー
プ
の

発
表
で
は
、
学
校
内
外
の
交
流
や
情
報
発
信

の
た
め
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
効
活
用
を
推

進
す
る
」、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら

も
「
制
服
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
選
択
肢
を

増
や
す
」な
ど
の
企
画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
、
高
校
生
目
線
や
保
護
者
・
地

域
目
線
、
教
員
目
線
で
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
自
由
に
述
べ
合
い
、
共
有
し
あ

う
こ
と
に
よ
っ
て
、学
校
の
課
題
や
良
い
点
、

生
か
し
た
い
点
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

気
づ
い
た
り
、
提
案
し
た
り
す
る

こ
と
で
実
り
の
多
い
熟
議
と
な
り

ま
し
た
。

　

高
Ｐ
連
の
後
援
に
よ
る
「
高
校

生
熟
議
」
は
、
新
南
陽
高
校
で
は

３
回
目
、
山
口
中
央
高
校
で
は
２

回
目
の
取
組
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
三
密
防
止
対
策
を
十
分
に

行
っ
た
上
で
実
施
し
ま
し
た
。
高

校
生
熟
議
は
、
山
口
県
や
地
元
地

域
に
お
け
る
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
高
校
生
目
線
で
主
体
的
に
考
え

る
こ
と
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育

み
、
主
体
的
思
考
力
や
社
会
参
画

意
識
を
高
め
る
と

い
う
こ
と
を
目
的

の
一
つ
と
し
て
い

る
取
組
で
す
。
今

後
、
さ
ら
に
多
く

の
学
校
に
お
い
て

熟
議
が
開
催
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
検
討

を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
熟
議

に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
高
Ｐ

連
事
務
局
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

（７）
　

令
和
５
年
３
月
14
日
（
火
）
新
南
陽
高
校

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
高
校
生
熟
議
の
様
子

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
９
名
か
ら
な
る
全

８
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
構
成
例
：
１
・
２

学
年
の
生
徒
７
名
、
学
校
運
営
協
議
会
委
員

ま
た
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
１
名
、
教
員
１
名
）
に
分
か

れ
、「
こ
れ
か
ら
の
学
校
行
事
で
コ
ロ
ナ
と

ど
う
向
き
合
う
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

各
グ
ル
ー
プ
の
「
企
画
案
」
作
成
に
向
け
て

熟
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
合
司
会
者
（
代

表
生
徒
）
に
よ
る
全
体
進
行
及
び
各
班
の
議

論
を
促
進
さ
せ
る
役
割
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
（
あ
ら
か
じ
め
研
修
に
参
加
し
た
生
徒

会
役
員
）
の
進
行
に
よ
り
、
参
加
者
全
員
が

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

前
半（
第
１
ラ
ウ
ン
ド
）［
約
30
分
］で
は
、

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
出
し
合
い
、後
半（
第

２
ラ
ウ
ン
ド
）［
約
30
分
］
で
は
、
課
題
等

の
解
決
の
た
め
の
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
ま
し
た
。そ
し
て
最
後
に
、各
グ
ル
ー

プ
の
発
表
（
各
２
～
３
分
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
発
表
で
は
、
学
年
間
の
交
流
を
活
性
化

す
る
た
め
「
行
事
の
内
容
や
種
目
等
を
工
夫

し
た
り
、
複
数
日
の
開
催
に
し
た
り
す
る
」、

『
校
歌
』を
覚
え
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、「
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
『
校
歌
』
を
課
題
曲
に
し
、

卒
業
生
も
交
え
た
企
画
を
考
え
る
」
等
の
企

画
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
山
口
中
央
高
校
の
取
組
に
つ
い
て

で
す
。
同
じ
く
令
和
５
年
３
月
14
日
（
火
）

に
「
山
口
中
央
高
校
のC

hallenge

～
今　

令
和
４
年
度
「
高
校
生
熟
議
２
０
２
２
」
開
催

令
和
４
年
度
「
高
校
生
熟
議
２
０
２
２
」
開
催


